
質問 回答内容 回答数 割合

吹田市消防団 28 3.0%

高槻市消防団 26 2.8%

茨木市消防団 23 2.4%

摂津市消防団 90 9.5%

島本町消防団 44 4.7%

豊中市消防団 19 2.0%

池田市消防団 18 1.9%

箕面市消防団 14 1.5%

豊能町消防団 7 0.7%

能勢町消防団 10 1.1%

堺市美原消防団 2 0.2%

泉大津市消防団 27 2.9%

和泉市消防団 24 2.5%

高石市消防団 17 1.8%

忠岡町消防団 22 2.3%

岸和田市消防団 6 0.6%

貝塚市消防団 66 7.0%

泉佐野市消防団 28 3.0%

泉南市消防団 14 1.5%

阪南市消防団 36 3.8%

熊取町消防団 22 2.3%

田尻町消防団 14 1.5%

岬町消防団 43 4.6%

富田林市消防団 26 2.8%

河内⾧野市消防団 0 0.0%

松原市消防団 26 2.8%

羽曳野市消防団 16 1.7%

藤井寺市消防団 10 1.1%

大阪狭山市消防団 10 1.1%

太子町消防団 2 0.2%

河南町消防団 20 2.1%

千早赤阪村消防団 11 1.2%

八尾市消防団 23 2.4%

柏原市消防団 7 0.7%

東大阪市消防団 27 2.9%

守口市消防団 11 1.2%

枚方市消防団 20 2.1%

寝屋川市消防団 19 2.0%

大東市消防団 22 2.3%

門真市消防団 22 2.3%

四條畷市消防団 45 4.8%

交野市消防団 26 2.8%

男性 909 96.4%

女性 34 3.6%

２０歳未満 9 1.0%

２０歳代 90 9.5%

３０歳代 179 19.0%

４０歳代 261 27.7%

５０歳代 271 28.7%

６０歳代 133 14.1%

１．あなたが所属している消防団を選択してください。

２．あなたの性別を選択してください。

３．あなたの年齢として当てはまるものを選択してくだ

さい。
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質問 回答内容 回答数 割合

会社役員・団体役員 95 10.1%

会社員（正規雇用） 371 39.3%

会社員（派遣社員、契約社員など非正規雇用） 44 4.7%

公務員・団体職員 94 10.0%

パート・アルバイト 20 2.1%

自営業・自由業 236 25.0%

農林水産業 31 3.3%

家内労働・在宅ワーカー 2 0.2%

専業主婦（夫） 2 0.2%

無職 20 2.1%

学生 22 2.3%

その他 6 0.6%

５年未満 225 23.9%

５年以上１０年未満 182 19.3%

１０年以上１５年未満 134 14.2%

１５年以上２０年未満 131 13.9%

２０年以上２５年未満 133 14.1%

２５年以上 138 14.6%

自ら進んで積極的に参加していた 130 13.8%

誘いがあればできる限り参加していた 239 25.3%

多くはないが参加したことがある 277 29.4%

参加したことがない 297 31.5%

家族や友人、知人など、身近に消防団員がいた 763 80.9%

市町村等の広報誌や掲示されているポスターなど 25 2.7%

市町村等のホームページなど 5 0.5%

テレビ、新聞、ラジオなど 5 0.5%

YouTubeやTwitter、Facebookなど 1 0.1%

地域で活動している消防団を見て 54 5.7%

職場や自宅、学校などに消防団が訪問してきた 58 6.2%

その他 32 3.4%

消防団員や消防職員による勧誘 545 57.8%

家族や知人に勧められて 212 22.5%

消防団に入ることが地域の習慣 108 11.5%

自ら調べて応募した 43 4.6%

その他 35 3.7%

地域の人から感謝される 254 10.4%

多くの人と知り合うことで人脈が広がる 588 24.1%

防災に関する知識や技術が身につく 533 21.8%

いざという時に必要とされる、頼りにされる 154 6.3%

地域に貢献できる、役に立つことができる 571 23.4%

本業にも役立つ、評価される 21 0.9%

報酬、手当がもらえる 66 2.7%

非常勤の公務員なので福利厚生が充実している 3 0.1%

自己研鑽、成⾧できる 91 3.7%

消防団員になることで就職等に役立つ 7 0.3%

消防車の運転など、通常できないことが体験できる 136 5.6%

その他 17 0.7%

家族や友人、知人など、身近な人への個別広報 328 13.8%

市町村等の広報誌やポスターなどの紙媒体の配付や掲示 405 17.0%

市町村等のホームページなどの電子媒体による広報 369 15.5%

テレビ、新聞、ラジオなどのマスメディアの活用 318 13.4%

YouTubeやTwitter、Facebookなどの活用 373 15.7%

地域で活動をしている消防団を見てもらう 423 17.8%

職場や自宅、学校に訪問する 139 5.8%

その他 25 1.1%

４．あなたの職業を教えてください。

５．あなたの消防団在籍年数を教えてください。

６．あなたは消防団に入団する前からボランティアや地

域防災活動に参加していましたか。

７．あなたが消防団を知ったきっかけは何ですか。

８．あなたが消防団への入団を決めた要因は何ですか。

９．あなたが消防団へ入団してよかったと思うことや、

やりがいは何ですか。

（3つまで選択）

１０．消防団の認知度向上のため必要な広報活動は何だ

と思いますか。

（３つまで選択）



質問 回答内容 回答数 割合

地域防災活動への住民参加の重要性 593 24.0%

消防団の意義や重要性 553 22.4%

消防団の楽しさや魅力 268 10.8%

地域のために頑張っていること 275 11.1%

地域に必要な存在であること 573 23.2%

地域に活気が出ること 120 4.9%

制服が素敵でかっこいいこと 28 1.1%

福利厚生が充実していること 49 2.0%

その他 15 0.6%

消防団員（総数）の確保 667 29.3%

多用な消防団員（被雇用者、女性、学生など）の確保 262 11.5%

処遇改善（報酬額等の増額や個人支給の徹底など） 197 8.6%

操法大会及び操法大会に向けた訓練の見直し 299 13.1%

福利厚生の充実 84 3.7%

日頃の訓練時間や方法の見直し 159 7.0%

慰労会や懇親会などの集まりの見直し 52 2.3%

消防団業務の見直し（分業化や細分化など） 86 3.8%

各種ハラスメントの撲滅 26 1.1%

勤務先等から消防団活動に対する理解が得られない 81 3.6%

消防団員としての知識や技術を活かす場面が少ない 88 3.9%

幅広い活動を行うことを認めてもらえない 47 2.1%

消防団に対する世間のイメージが良くない 194 8.5%

その他 36 1.6%

１２．あなたが消防団の課題と思っていることや問題に

感じていることは何ですか。

（３つまで選択）

１１．消防団の認知度向上のためどのような内容を広報

すべきだと思いますか。

（３つまで選択）




